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 放射線診断科では 32 列（2011 年 2 月更新）と 16 列の MDCT、1.5T の MRI2 台を中心に、核医

学検査、血管撮影などの総合画像診断を行っている。国立病院機構の傘下である大阪医療センター

では、日常の診療の中で標準的医療の礎となる臨床研究に日々取り組んでいる。 

 主な研究課題は、がん診療のなかでも死亡率、罹患率が高い肺癌と乳癌の画像診断に力を注いで

いる。肺癌は近年増加している肺末梢の腺癌の早期診断を高分解能 CT で行い，予後の良い上皮内

癌や微小浸潤癌の診断基準の確立を目指している。また、患者の QOL の向上を目指して，乳癌温

存手術に先立ち正確な腫瘍の進展範囲の評価を術前の造影MRIで試みている。 

 

 放射線治療科では外部放射線治療装置（リニアック）を 2台、高線量率小線源治療装置（remote 

after loading system : RALS）を 1台保有している。当科の特徴としては小線源治療、特に組織内照

射に力を入れていることである。 

小線源治療の対象疾患としては、再発婦人科腫瘍、新鮮子宮頸癌、前立腺癌、舌癌などの頭頚部

癌、乳癌などである。月間約 5例、手術室でアプリケータの組織内刺入をおこない、RALS 装置で

分割照射をおこなっている。組織内照射の特徴としては、腫瘍内もしくはその近傍より照射をおこ

なうことで、腫瘍に高線量を投与し、腫瘍周囲の正常組織への被曝を低減させることにある。これ

らの症例数としては国内トップクラスであり、積極的に学会報告や論文発表をおこなっている。ま

た、他施設から医師・放射線技師・看護師の研修や治療見学の依頼も多く、本治療の普及のために

積極的に受け入れている。他施設へ直接出向いての技術指導もおこなっている。 

一方、外部放射線治療装置は旧式のものであり、脳腫瘍や肺がんに対する定位放射線治療、前立

腺癌に対する強度変調放射線治療（IMRT）といった通常の保険診療もおこなえない状況である。

次年度、高精度放射線治療装置への更新予定であり、外部照射の領域でも高度診療はもちろんのこ

と、研究もおこなえる環境が整う予定である。 
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前川則彦、村川圭三、寺川裕介、村田伸一、山田洋司、本多数弥：脳血流 SPECT における対軸横

断再構成角度の検討 第 19回国立病院療養所近畿放射線技師会学術大会 大阪 2010年 10月 

 

飯塚祐一郎、岩井康典、熊本憲悟、公文眞人、吉村泰司、中村和信、本多数弥：当院災害医療等に

おける放射線管理状況について 第 19 回国立病院療養所近畿放射線技師会学術大会 大阪 2010

年 10月 

 

岡田敦彦、西村和英、村川圭三、吉村泰司、中村和信、本多数弥：CR 端末における高精細モニタ

の有用性 第 19回国立病院療養所近畿放射線技師会学術大会 大阪 2010年 10月 

 

熊本憲悟、岩井康典、飯塚祐一郎、吉村泰司、中村和信、本多数弥：当院の CT 肝臓ダイナミック

検査における物理評価 第 19回国立病院療養所近畿放射線技師会学術大会 大阪 2010年 10月 

 

公文眞人、飯塚祐一郎、岩井康典、吉田佳弘、吉村泰司、中村和信、本多数弥：16 列 Helical CT

における再構成アルゴリズムの検討 第 19 回国立病院療養所近畿放射線技師会学術大会 大阪 

2010年 10月 

 

三上麻里、吉田謙、武中正、吉田岑雄、吉村泰司、中村和信、本多数弥、田中英一：新鮮子宮頸癌

高線量率組織内照射におけるニードルアプリケータ偏位の経時的変化 第 19 回国立病院療養所近

畿放射線技師会学術大会 大阪 2010年 10月 

 

三宅俊輔、山田洋司、武中 正、梶原敏郎、上田麻里、村田伸一、岩井康典、本多数弥、吉田 謙、

田中英一、山崎秀哉：子宮腔内照射用アプリケータからの出力線量の検証 金属製と非金属製の比

較. 第 296回日本医学放射線学会関西地方会、大阪 2010年 11月  

 

水谷麻紀子 増田慎三 山村 順 埜中正博 苅田真子 吉田 謙 田中英一 徳田由紀子 児玉

良典 中森正二 辻仲利政 Lapatinib+Capecitabine 療法で脳転移の病勢を抑えることができた HER2

陽性乳癌の一例 第 8回日本乳癌学会近畿地方会 京都 2010年 12月 

安藤性實，小河原光正，宮本 智，木村 剛，大宮英泰，高見康二，栗山啓子，児玉良典，眞能正

幸 扁平上皮癌と小細胞癌を同側肺に同時に認めた重複癌の一例．第 93回日本肺癌学会関西支部

会 神戸 2011年 2月 

三上麻里、吉田謙、山崎秀哉、吉田岑雄、武中正、三宅俊輔、田中英一：組織内刺入前にバーチャ

ル刺入計画を行った転移性骨盤リンパ節腫瘍の一例。 第 297回日本医学放射線学会関西地方会、

大阪 2011年 2月  
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武中正、吉田謙：大阪医療センターの経験 厚生労働省がん研究助成金「17-10 がんの小線源放射

線治療の評価と品質管理に関する研究」乳がん APBI グループ第 3 回 APBI 技術講習 東京 2011



年 3月 
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Kuriyama K.  International multidisciplinary classification of lung adenocarcinoma. Special remark. 胸部

画像研究会 大阪 2011年 11月 

 

栗山啓子 早期肺癌診断のための胸部単純 X線写真読影 神奈川肺癌研究会 横浜 2010年 7月 

 

栗山啓子 肺癌の画像診断 独立行政法人国立病院機構 近畿ブロック 診療放射線技師技術部

会 大阪 2010年 7月 

 

德田由紀子 構築の乱れ 第 26回阪南マンモグラフィ勉強会 大阪 2010年 8月 

 

栗山啓子 早期肺癌を見落とさないための胸部単純 X 線写真読影法 法円坂フォーラム 大阪

2010年 10月 

 

栗山啓子：HIV感染症における呼吸器疾患画像診断 平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会 大

阪、2010年 10月  

 

油谷健司：HIV感染症における中枢神経疾患診断 平成 22年度HIV感染症医師実地研修会 大阪、

2010年 10月  

 

栗山啓子 放射線科医を取り巻く諸問題 NPO大阪先端画像医学研究機構 大阪 2010年 12月 

 

栗山啓子：胸部 X線写真の読影方法について 池田市医師会 CRC(肺癌) 大阪 2011年 2月 

 

吉田謙：頭頸部癌放射線治療 治療経験. 第 6 回マイクロセレクトロン HDR 研究会、東京 2010

年 12月  

 

吉田謙：小線源治療. 文部科学省がんプロフェッショナル養成プラン、京都 2010年 10月  

 

吉田 謙：歩行可能な HDR（高線量率組織内照射）。 北摂泌尿器科研究会、大阪 2011年 2月  

 

本多数弥：国立病院機構における診療放射線技師の役割 平成 22 年度国立病院療養所近畿放射線

技師会新人研修会 大阪 2010年 4月 

 

本多数弥：最近の医療情勢及び医療の動向 平成 22年度国立病院近畿放射線技師長協議会総会 大

阪 2010年 5月 

 



本多数弥：放射線部門の現状 近畿ブロック事務職員 2年目研修会 大阪 2010年 6月 

 

本多数弥：最近の医療情勢及び医療の動向 平成 22 年度国立病院近畿放射線技師長協議会夏季研

修会 2010年 8月 

 

本多数弥：放射線治療の最近の動向 近畿ブロック放射線治療研修会 京都 2010年 11月 

 

本多数弥：最近の医療情勢及び医療の動向 平成 22 年度国立病院近畿放射線技師長協議会冬季研

修会 大阪 2011年 2月 

 

中村和信：放射線業務の安全管理（放射線障害防止予防規程と安全管理対策）平成 22 年度放射線

診療従事者教育訓練 大阪 2011年 2月 

 

武中正：放射線治療における最近の動向 国立病院機構近畿ブロック主催放射線治療研修会 京都 

2010年 11月 

 

武中正：放射線治療部門における安全体制の確保 国立病院機構近畿ブロック主催平成 22 年度診

療放射線技師研修会 大阪 2011年 1月 

 

武中正：装置・器具のQAQC、線量測定法 第 13回高線量率ラルス医療安全取扱講習会 東京 2011

年 2月 

 

村川圭三：放射線の取り扱い 平成 22年度放射線診療従事者教育訓練 大阪 2011年 2月 
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TV出演 2011/3/30 FNN スーパーニュース ANCHOR 吉川聡司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


